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１ 主題設定の理由 
(1) 共通研究主題との関連 
  本校では平成 28 年度から，共通研究主題を「深い学びを引き出し，これからの時代に求められる資
質・能力を育むカリキュラム・デザイン」とし，第１次では新学習指導要領において育成を目指す資
質・能力を育むための単元構成及び授業構成の在り方に研究の焦点を当てた「カリキュラム・デザイ
ン」を追求した。第２次では，第１次で明らかになった「カリキュラム・デザイン」に基づいた「カ
リキュラム・マネジメント」の在り方に焦点を当て，実践研究に取り組んでいる。 
 美術科では研究主題「生活や社会の中にある美術に気付き，感じ方や考え方を深め合う生徒の育成」
のもと，実践研究を行ってきた。第１次では副題を「日本の伝統・文化を尊重する態度を育てる鑑賞
活動を中心としたカリキュラム・デザイン」とし，美術科として育成すべき資質・能力を明確にし，
その育成に効果的な単元構成や指導法の追求を行った。具体的には，これまで個別の題材として実践
してきた内容を１つの単元として構成し直し，特に第２学年において，西洋の作品と日本の作品を比
較し，教科ならではの見方・考え方（造形的な見方・考え方）を働かせながら表現や鑑賞の活動をし
た。このことにより，日本の独特の表現のよさや美しさを感じ取るとともに，さらに，教科等を横断
する汎用的なスキルの育成に繋がったと考えている。（図１） 
 第２次では，第１次で得られた成果と課題を基にして，各題材や各学年で育成すべき資質・能力の
具体を整理し，その育成のためのカリキュラム・デザイン（３ヶ年間の単元構成の計画）をする。そ
して，日々の授業実践の積み重ねから，生徒の姿や授業の自己評価・振り返り，アンケートや調査問
題等のデータに基づいて評価・分析をする。このようなＰＤＣＡサイクルを授業，単元，カリキュラ
ム全体といった様々な単位で繰り返していくことによって，カリキュラム・マネジメントの確立を目
指していきたい。  
 
 
○ 教科等を横断する汎用的なスキル等に関わるもの（コンピテンシー等） 
 ・ グローバルな視点に立ち，異文化を理解するとともに日本の伝統や文化を価値あるものとして捉える態度 
 ・ 互いの見方や感じ方の共通性や独創性を捉えながら協働して課題に取り組む力 
 
 
○ 教科ならではの見方・考え方（造形的な見方・考え方） 
 ・ 感性や想像力を働かせ，対象や事象を造形的な視点で捉え，自分としての意味や価値をつくり出す
 
 
○ 教科等に固有の知識や個別スキルに関するもの（コンテンツ等） 
 ・ 日本的な表現（明度・彩度の高い色遣い，はっきりとした輪郭線，平面的・装飾的な表現 等） 
 ・ 西洋的な表現（陰影を捉えた立体的な表現，透視図法等を生かした奥行きのある表現 等） 
 
図１ 本研究第１次の美術科が育成すべき資質・能力と教科の内容・目標の三層構造 
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(2) これまでの研究との関連 
 平成 29 年６月告示の中学校学習指導要領解説美術編では，美術科の改訂の趣旨の１つとして，「生
活を美しく豊かにする造形や美術の働き，美術文化についての実感的な理解を深め，生活や社会と豊
かに関わる態度を育成すること」が課題として挙げられている。そこで本研究第１次では，まず，日
本の美術文化に焦点を当て，育成すべき資質・能力を，日本的な表現のよさや美しさを造形的な視点
で深く感じ取り，日本の伝統や文化を価値あるものとして捉えたり，異文化を理解し多様な人々と協
働したりできる資質・能力と位置付けた。 
 日本独特の絵画様式は，色鮮やかで装飾的な表現や明暗のはっきりした平面的な表現，抑揚のある
線の美しさ等が挙げられる。しかし，多様な視覚情報に囲まれた現代において，日本の作品からそう
した特徴のよさや美しさを，実感を伴って感じ取ることは難しいと考えた。そこで，第２学年におい
て，まず西洋の様々な作品を鑑賞したり，身近な対象を描いたりすることによって，伝統的な西洋絵
画の表現（陰影を捉えた立体的な表現，透視図法等を生かした奥行きのある表現）を学習した。そし
て，東西の絵画様式を比較することで，写実的な見方や表現の仕方とは違った，日本独特の表現のよ
さや美しさを感じ取ることを目指して単元構成を計画した。 
 第２次では，第１次で得られた成果と課題を基にして，各題材や各学年で育成すべき資質・能力の
具体を整理し，その育成のためのカリキュラム・デザイン（３ヶ年間の単元構成の計画）をすること
とした。特に第１学年では，主に生徒の身の回りの生活に目を向け，自分を含めた身近な相手を対象
として，伝える，使うなどの目的や機能と美しさを考える題材を設定した。そして，第２，３学年と
学年が上がるにつれて，社会との関わりを意識し，より多くの相手を対象とした題材を設定した。ま
た，これまで個別に実践していた題材を関連付け，「新しいクラスの仲間に向けて自己紹介のカード
をつくろう（第１学年）」や「岡山を訪れる人に浮世絵で岡山の魅力を伝えよう（第２学年）」等，
既習の内容を生かして意欲的に学習に取り組むことのできる明確なゴールを設定した単元構成をし
た。さらに，生徒が学習の必然性や価値を感じられるように，他教科の学習や宿泊学習等の行事，地域
の伝統工芸等との関連を図りながら学習時期や配列を計画した。（表１） 
 このような観点から計画した単元や題材（コンテンツ）を，教科ならではの見方や考え方（造形的
な見方や考え方）を活用しながら学習することによって，教科で育成すべき資質・能力や汎用的なス
キル（コンピテンシー）が育成されたかどうかについては，生徒の自己評価や，単元や題材の実践前
後のアンケートの変化，調査問題の解答の様子等により，ＰＤＣＡサイクルを繰り返しながら検証し
ていくこととした。 
 
(3) 生徒の現状と課題 
 本校の生徒は，これまでの実践を通して，形や色彩，材料のもつ性質や，それらがもたらす感情や
感覚についての基本的な学習を深めながら，美術への興味・関心を高めてきている。特に，本研究第
１次の単元「日本再発見！私の中の日本を表現しよう」（第２学年）の中で，二人の絵師の浮世絵を
比較鑑賞し，色合いや線描のタッチ，作風の違い等を感じ取り，それぞれの絵師の特徴や創作の工夫
を鑑賞することができた。また，対話的な活動の場面で，ＭＤ法やジグソー法等の手法を工夫するこ
とにより，多くの生徒が積極的に話し合い活動に参加し，活発に自分の考えを発言する姿が見られた。 
 しかし，絵師の作風の違いや日本と西洋の絵画表現の違い等について，分析的な視点で考察するこ
とはできるものの，それぞれのもつよさや美しさを，実感を伴って感じ取ることには課題が残った。
また，材料や道具の扱い方の面で既習の経験が生かせず，自分の表したい主題に自信をもって表現す
ることができていない生徒が多く見られた。時間数の少ない教科ではあるが，改めて三カ年間の学習
内容を見直し，発達段階や内容の系統性を考慮しながら，単元構成や授業構成の見直しをする必要性
を感じた。これまで本校美術科が実践してきたそれぞれの学習活動を関連づけたり，対話的な学習活
動を生かしたりしながら，教科で育成すべき資質・能力や汎用的なスキルの育成を目指したい。 
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２ 研究仮説 
 以下の５つの視点から，単元構成や授業展開を工夫したカリキュラム・デザインをすることは，造
形的な見方や感じ方で，生活や社会の中の美術の働きを豊かに捉え，自分としての主題を追求したり，
対話的な活動を通して感じ方や表現の幅を広げたりできる資質・能力を育成することに有効である。 
 
 ・ 生徒の身の回りの生活や社会とそれらの中にある美術や美術文化との関連を重視した題材を取
り入れることで，学習の必然性や価値意識を高める。 
 ・ 他教科の学習や宿泊学習等の行事，地域の伝統工芸等との関連を図りながら学習時期や配列を計画
することで，学習の必然性や価値意識を高める。 
 ・ 明確な学習のゴール（制作物，身に付けたい資質・能力）を設定し，そのための１つ１つの学
習（題材）を結びつけて単元を構成することで，生徒の学習意欲を高める。 
 ・ 授業展開の中に話し合い活動の場面を設定し，役割分担や学習形態の工夫をしたり，ＩＣＴを
活用したりすることで，全生徒の学習経験を増やし，思考の質を高める。 
 ・ 学習目標の設定（Ｐ）→表現・鑑賞（Ｄ）→振り返り・自己評価・次時への課題（Ｃ・Ａ）→
学習目標の設定（Ｐ）…といったＰＤＣＡサイクルを授業に意識的に取り入れ繰り返すことで，
生徒自ら主体的に学習に取り組む態度を高められるようにする。 
 
３ 研究計画 
(1) 対象生徒  令和元年度 第３学年 177 名 
 
(2) 研究に関わる授業計画 令和元年４月～令和２年３月 
 
第
１
学
年 
前
期 
 ○ 形がもたらす感情効果に関する基礎学習（スケッチ） 
 ○ 色がもたらす感情効果に関する基礎学習（水彩絵の具の技法） 
後
期 
 ○ 文字を使ったデザイン（新しいクラスメートへの自己紹介カード制作） 
  ・ シンボルマーク，ロゴタイプの鑑賞・制作 
第
２
学
年 
前
期 
 ○ 日本再発見！私の中の日本を表現しよう 
  （訪れる人に岡山の魅力を伝える浮世絵の制作） 
  ・ 仏像鑑賞入門（京都宿泊学習の事前学習） 
  ・ 光を捉えた立体表現（デッサン）の学習 
  ・ 奥行きを感じる絵画表現（遠近法）の学習 
  ・ 東西の絵画作品の比較鑑賞          
後
期
 ○ 生活を彩るデザイン 
  ・ 色面構成によるブックカバーの制作 
  ・ 身近な材料を使った立体造形 
第
３
学
年 
前
期 
 ○ “沖縄”から感じよう，考えよう，創り出そう 
  ・ 生活を彩るデザイン（手作り島ぞうりの制作） 
  ・ 美術の視点で“平和”を考える（「ゲルニカ」とピカソ） 
   ・ ＳＤＧｓロゴに込められたらメッセージ 
後
期  ○ 私と社会をつなぐ椅子 
表１ ３カ年間のカリキュラム・デザインの構想 
※本研究に関連のある単元・題材のみ 
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(3) 検証方法   
 本校第３学年の生徒を対象に，資料１のアンケートを令和元年６月と令和２年１月の２回実施する。
美術科のカリキュラムが「生活や社会の中にある美術に気付き，感じ方や考え方を深め合う生徒の育
成」に有効であったかを，生徒の「自己の深まり」「共感性」「深く見つめる」「社会への広まり」
という４つの視点で測るものである。生徒の解答を数値化し，１回目の調査と２回目の調査での変化
を分析する。 
 
４ 実践の概要 
(1) 題   材 “沖縄”から感じよう，考えよう，創り出そう 
 
(2) 題材の概要 
 本校の第３学年では，総合的な学習の時間の一環として，沖縄宿泊学習を行っている。同じ日本で
ありながら，自分たちの生活する岡山県とは違った気候や文化，歴史をもつ地域での体験を伴った学
習に対して，生徒の興味・関心は非常に高い。そこで，６月末の宿泊学習の前後に“沖縄”をキーワ
ードとして，様々な視点で表現や鑑賞の学習を展開させることによって，主体的に学習に取る組むこ
とが期待される。具体的な活動として，表現としては，沖縄で古くから親しまれている島ぞうりを，
切り絵の技法を使って制作をする。対になった足の形の画面に，第１，２学年で繰り返し学習してき
た構成美の要素を生かしながらデザインし，自分が実際に履くことを想像しながら制作に取り組ませ
たい。また，宿泊学習の目標の１つとして，「太平洋戦争の戦地を訪れることを通して，戦争の悲惨
さについて知るとともに，平和な社会の形成者として，各自の課題や方法を探求する」ことを挙げて
いる。美術科でもこの時期に関連のある作品を鑑賞することで，平和学習の視点からも，また，作品
を深く味わうという視点からも，より一層学習効果が高まると考え，パブロ・ピカソの描いた「ゲル
ニカ」を取り上げることとした。さらに，平和に関する問題を現代社会が抱える諸問題の一つと捉え，
国連で採択されたＳＤＧｓのロゴを取り上げることによって，生活や社会を造形的な視点から着目し，
美術がどのように関わっていくことができるのかを考える契機としたい。 
 
(3) この題材で育成したい資質・能力 
 ○ 沖縄や平和に関連する様々な美術作品や美術文化を捉える造形的な視点を理解するとともに，
使う，伝えるといった意図に応じて，材料の特徴を生かしながら創造的に表すことができる。 
 ○ 作品に込められたメッセージや造形的な特徴を捉え，生活をよりよくしたり豊かにするための
思いや考えを主題として創出し，発想・構想したりすることができる。また，こうした主題に対
して他者と話し合ったり，批評し合ったりすることによって，互いの見方や感じ方を深め合うこ
とができる。 
 ○ 創造的な表現や鑑賞の活動に主体的に取り組み，生活や社会の中にある美術の働きに気付き，
それらのよさや美しさを価値あるものとして捉え，自分たちの生活をよりよくしていこうとす
る。 
 
(4) 評価規準 
関心・意欲・態度 発想・構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 
・沖縄や平和に関連する様
々な美術作品や美術文化に
関心をもち，よさや美しさ 
を感じ取ったり，色や形の
特徴を制作に生かしたりし
ながら，主体的に活動に取
り組むことができる。 
 
 
・使う，伝えるといった目
的や意図に応じて豊かに発
想し，単純化や強調等の表
現方法を工夫し，構成美の
要素を取り入れながら構想
をすることができる。 
 
 
 
 
・切り絵技法のシャープな美
しさを体験的に学び，材料の
特徴を生かし，用具を適切に
使いながら，見通しをもって
制作することができる。 
 
 
 
 
・沖縄や平和に関連する様
々な美術作品や美術文化を
鑑賞し，込められた思いや
メッセージを感じ取り，そ
れぞれのよさや美しさ，表
現の工夫を感じ取ることが
できる。 
・友達の作品を鑑賞し，多
様なよさや美しさ，表現の
工夫を感じ取ることができ
る。 
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(5) 題材の指導計画（全１０時間） 
 第１次 生活を彩るデザイン（手作り島ぞうりの制作）……………………………………… ８時間 
 第２次 ＳＤＧｓロゴに込められたメッセージ……………………………………………… １時間 
 第３次 美術の視点で“平和”を考える（「ゲルニカ」とピカソ）………………………… １時間 
 
(6) 展開の例（第２次の第１時） 
本 時 案 （計画 第２次の第１時） 
目 標 
〇 SDGs のロゴから，伝達の効果と美しさを感じ取るとともに，表現の意図と創造的
な工夫について考え，見方や感じ方を深める。 
学 習 活 動 指導・支援と留意点 評 価 等 
１ １年次の学習を振り返
り，本時の学習に見通しを
もつ。 
 
 
 
 
２ SDGs のロゴのよさや表
現の工夫について，根拠を
もちながら考えをまとめ
る。 
 
３ ゴール10 のアイコンに
ついて，変更前のアイコン
と変更後のアイコンを比
較し，変更になった理由に
ついて考える。 
 
(1) 変更前のアイコンと変
更後のアイコンを個人で
比較し，変更になった理由
について，根拠をもちなが
ら考えをまとめる。 （個
人） 
 
(2) 個人で考えたことを班
で紹介し合い，班の意見と
して１つにまとめる。（個
人→班） 
 
 
１ SDGs のロゴを提示し，１年次のマークの学習を振
り返りながら，SGDs のロゴが「なぜつくられたのか」
「どのような工夫があるのか」を考えていくことを
告げる。 
 
 
 
２ 形や色がイメージを豊かに伝えていることに気づける
ように，SDGs のロゴとSGDs を文章で表したものを比較す
る。形や色などの造形的な視点を意識して鑑賞するよう助
言する。 
 
３ 変更前のアイコンと変更後のアイコンを並べて提示す
ることで，変更になった点（円→三角）に気づかせる。ゴ
ール 10 の内容（人や国の不平等をなくそう）や色は変化
しておらず，形だけが変化したことを確認する。 
 
 
(1) 以下のヒントから，「ゴール10のアイコンが変更にな
った理由」について，考えるよう指示する。 
 ・形が変わったことによるイメージの変化 
 ・伝える内容（不平等をなくそう）の捉え方が変更前と変
更後でちがうこと 
 
 
(2) 以下の手順で話し合いを行うよう指示する。 
 ・役割分担（司会，記録，発表）を決める。 
 ・根拠を明らかにしながら，全員が考えを発表する。 
 ・話し合いをし，班としての意見をホワイトボードにまと
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鑑賞の能力 
SDGs のロゴを
鑑賞し，表現の
意図と創造的
な工夫につい
て造形的な視
点で考えるこ
とができる。
（観察・ワーク
シート・自己評
価の記述） 
SDGs のロゴから，伝達の効果と美しさを感じ取り， 
表現の意図と工夫について考え，見方や感じ方を深めよう。 
(5) 題材の指導計画（全１０時間） 
 第１次 生活を彩るデザイン（手作り島ぞうりの制作） … ８時間 
 第２次 ＳＤＧｓロゴに込められたメッセージ … １時間 
 第３次 美術の視点で“平和”を考える（「ゲルニカ」とピカソ） … １時間 
 
(6) 展開の例（第２次の第１時） 
本 時 案 （計画 第２次の第１時） 
目 標 
〇 SDGs のロゴから，伝達の効果と美しさを感じ取る ともに，表現の意図と創造的
な工夫について考え，見方や感じ方を深める。 
学 習 活 動 指導・支援と留意点 評 価 等 
１ １年次の学習を振り返
り，本時の学習に見通しを
もつ。 
 
 
 
 
２ SDGs のロゴのよさや表
現の工夫について，根拠を
もちながら考えをまとめ
る。 
 
３ ゴール10 のアイコンに
ついて，変更前のアイコン
と変更後のアイコンを比
較し，変更になった理由に
ついて考える。 
 
(1) 変更前のアイコンと変
更後のアイコンを個人で
比較し，変更になった理由
について，根拠をもちなが
ら考えをまとめる。 （個
人） 
 
(2) 個人で考えたことを班
で紹介し合い，班の意見と
して１つにまとめる。（個
人→班） 
 
 
１ SDGs のロゴを提示し，１年次のマークの学習を振
り返りながら，SGDs のロゴが「なぜつくられたのか」
「どのような工夫があるのか」を考えていくことを
告げる。 
 
 
 
２ 形や色がイメージを豊かに伝えていることに気づける
ように，SDGs のロゴとSGDs を文章で表したものを比較す
る。形や色などの造形的な視点を意識して鑑賞するよう助
言する。 
 
３ 変更前のアイコンと変更後のアイコンを並べて提示す
ることで，変更になった点（円→三角）に気づかせる。ゴ
ール 10 の内容（人や国の不平等をなくそう）や色は変化
しておらず，形だけが変化したことを確認する。 
 
 
(1) 以下のヒントから，「ゴール10のアイコンが変更にな
った理由」について，考えるよう指示する。 
 ・形が変わったことによるイメージの変化 
 ・伝える内容（不平等をなくそう）の捉え方が変更前と変
更後でちがうこと 
 
 
(2) 以下の手順で話し合いを行うよう指示する。 
 ・役割分担（司会，記録，発表）を決める。 
 ・根拠を明らかにしながら，全員が考えを発表する。 
 ・話し合いをし，班としての意見をホワイトボードにまと
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鑑賞の能力 
SDGs のロゴを
鑑賞し，表現の
意図と創造的
な工夫につい
て造形的な視
点で考えるこ
とができる。
（観察・ワーク
シート・自己評
価の記述） 
SDGs のロゴから，伝達の効果と美しさを感じ取り， 
表現の意図と工夫について考え，見方や感じ方を深めよう。 
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(3) それぞれの班の意見を
ホワイトボードで提示し，
共有する。（班→全体） 
 
４ 本時のまとめをする。 
 
 
 
５ 本時の学習を振り返り，
次時の活動内容について
見通しをもつ。 
(3) 生徒の意見やキーワードをもとに，まとめへとつなげ
ていく。説明が不十分な点については，切り返し発問をし，
なぜそう考えたのかという根拠を引き出すようにする。 
 
４ ゴール 10 のアイコンが変更になった理由についてまと
めた記事を紹介することで，SDGsロゴの作り手の意図や工
夫を実感させ，本時のまとめとする。 
 
５ 本時を振り返り，発見したことや気づいたこと，なにが
身に付いたかなどを，ワークシートに具体的に記述するよ
う助言する。 
 
５ 検証 
(1) 調査の時期と対象生徒 
 ①調査の時期  １回目：令和元年６月 
         ２回目：令和２年１月 
 ②対象生徒   本校第３学年生徒 177 名 
 
(2) 調査の内容   
 美術科のカリキュラムが「生活や社会の中にある美術に気付き，感じ方や考え方を深め合う生徒の
育成」に有効であったかを，アンケートを用いて，「自己の深まり」「共感性」「深く見つめる」「社
会への広まり」という４つの視点で調査する。 
 
(3) 調査の結果 
 項目 6 月（平均） 12 月（平均）
1 思い通りにいかないときでもあきらめないでがんばる。 3.223 3.370 
2 
山や森の中に四角、丸、三角など算数や数学でならった形を見
つけ出すことがある。 
2.752 2.976 
3 考えていることを伝えるとき、わかりやすくしようとする。 3.446 3.515 
4 自然の中で出会った生き物を大切にする。 3.318 3.418 
5 周りに困っている人がいたら声をかける。 3.217 3.194 
6 話し合いをするとき、相手の意見をよく聞く。 3.535 3.479 
7 失敗が怖い。 2.611 2.752 
8 これまでの経験を役立てることができる。 3.280 3.273 
9 友だちの気持ちを考えて、クラスの仕事をする。 3.376 3.321 
10 いつもミスをしないように注意している。 3.191 3.242 
11 音や香り、触り心地で季節を感じることが少ない。 1.904 2.061 
12 みんなで楽しくなれることを大切にする。 3.490 3.570 
13 友だちと意見がちがったときは、話し合いをする。 3.363 3.364 
14 新しいことにチャレンジする。 3.229 3.335 
15 自分の言葉で、人を悲しませたりよろこばせたりしていない。 2.408 2.390 
16 自分が「なぜだろう」と感じたとき、すぐにだれかにたずねる。 3.159 3.152 
17 自分ですることは自分で決める。 3.357 3.427 
18 
ものを作ったり、新しいことを考えたりするとき、人とは違う
方法ではやりたくない。 
2.089 2.256 
表２ 
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図２ 
 
 アンケートの結果，項目１「思い通りにいかないときでもあきらめないでがんばる。」や項目 14「新
しいことにチャレンジする。」に「当てはまる」と答えた生徒が増加した。一方で，項目７「失敗が怖
い。」や項目 18「ものを作ったり，新しいことを考えたりするとき，人とは違う方法ではやりたくな
い。」に「当てはまる」と答えた生徒も増加した。これらの項目は主に「自己の深まり」に関わる項目
であり，数値に変化が見られる。新しいことにチャレンジしようとしたり，試行錯誤をしながらやり
遂げようとしたりする意識が高まった結果，失敗したくなかったり，確実な方法を求めたりすると考
えることもできる。しかし，生徒が普段の授業の中で，失敗することが悪いことだという感覚があっ
たり，自分にしかできないことをやってみたいという意識が低かったりする結果とも考えられる。ま
た，美術の授業だけが，アンケートの結果に影響を与えているわけではないが，題材によって，生徒
に何らかの影響があるということは言えるのではないだろうか。改めて一つひとつの題材や３年間の
カリキュラムを見直していくとともに，アンケートの内容や実施時期についても検討していく必要が
ある。 
 
５ 今後の 課 題  
 ① 生徒自身がＰＤＣＡサイクルを回すこと。（めあての設定と振り返りの在り方） 
 ② 生徒が必要な材料や用具を選び，試行錯誤できるような場の設定。 
 ③ 特に，「社会への広まり」を意識した題材やカリキュラムの開発。 
 ④ 授業（題材）の構造化。 
 以上の視点を中心に，生徒の姿やアンケートの結果等を踏まえて，カリキュラム・マネジメントを
行っていくことが今後の課題であると考えている。 
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